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生理活性と分子構造 I, ペニシリン

(表紙説 明 )
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(水素原子は表紙図では一部省略してあるξ〉

図 1‐

ペニシリン程に多くの人の生命を救し、 また多くの人

を不幸の淵から助け出した薬品はないかも知れない。こ

の神秘な力は表紙図の右上の奇妙な4角形と5角形に起

ψ

因する9左下の1部分は直接の効1カ の原因ではなく,種々
の構造のものがある。図はフェノキンメチルペニシリン

で安定なため経 El投与に適しているといわれる。この結

晶構造は S,Abrab呻 ss¨ら,C.HO鍵障■■N.Masiem
[B,。 oho● .J.36514(1963)]に よって明らかにされたも
ので図 1の化学構造にX・f応する|。 図でたとえば C‐ を紀
草を淡青,0を―赤,Sを茶などと着色すると立体図はき
れいに見える.
立体図の見方について編集の方々をはじめ多くの方々

が興1味深い試みをされていると伺い感謝している。分子

構造と地理とに共通の謀題があることもはじめて伺った。

筆者の経験で|は図 2のように限と画面 .と のFIBの中央に指

か錐筆をおいて,遠方を見るよう.な IIE付をすると効果が
ある。興味あることに図 3のようにすると遠近が逆にな
る.ス ライドを使って大きな図にして見る時にはこの方
がよい。但しその場合は右左の図を逆におく。

●

右
図

左
図

も ′
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限

左
眼

回t図 2

註 :こ れはと思う結晶 。構造がありました.ら御申出下さい。格納‐データ

の中にありましたら取り出して描かしてみます。
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*********************************************
* *

‡ フィールド・ワーク五題 ‡*
*********************************************

野外,あ るいは洋上など研究室の外へでて仕事をしてかられる方々

のよろこびや御苦労を綴つていただきました。実験室にたてこもる

人達との間の相互理解の一助となればというのが編集委員のねがい

です。

くその1>

地球物理は勿論 自然科学の一部門であるし,し か

も相手は地球であるから当然野外での観濃1や実験が

仕事の大部分をしめると多くの人は考えるにちがい

ない。これはきわめて自然な考え方だと思う。 とこ

ろが全 〈事実に反する。地球物理学者と云われる人

々の大部分はめいめいの研究室にたてこもつて暮 し

ている。ただある人は立派な室に,あ る人はみすぼ

らしい室にいるだけのちがいにすぎない。一体なぜ

こんなことになつているのか簡単 1/C説明したい。

そ もそ も地球物理は数種類の分野に分けることが

出来る。固体地球物哩・流体圏の地球物理すなわち

海洋学 と気象学 。それ と超高層物理学である。固体

地球物理は惑星の構造にまで,超高層は惑星間空間

地 球物理 とフィール ド・ ワー ク

浅  田 敏  (地球物理 )

にまでおよんでいる。

超高層物理学にはフィールド作業のないことは読

者もすぐ気付かれることだろう。ロケットや人工衛

星に機器をのせて送り出すことや,地上の固定点か

らの観測が彼等の仕事である。超高層研究者のほと

んどは機械類には手をふれずデータの解析や理論と

称することをやつている。オーロラの見える南極大

陸が彼等の唯一のフィールドであろうか。

気象学や海洋学についても事情は大同小異である。

この連中にとつてもデータ解析や所謂理論が主な仕

事であって, 自らフィールドに出て自然を観側 (又

は観察 )することはあまりない。

地球物理と云つても巾が広く超高層や気象や海洋

(建た電こ蔦萩I∫ fl夕奈ξ:'ア奏壌彙b塚信機雇肇室ワ蜃警亀隅電3重穿分ti殊前号こな。う
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の ことは小生にとってなじみが少いので,い ささか

単純化 しすぎたきらいがする。 ここいらで話を固体

地球物理とうつしたい。

先づ地震学について見れば, この学問が大規模の

観測網に支えられていることは誰でも知っているだ

ろう。地震観測網によって生産されるデータは十分

に多く,世界中の地震学者をうるおすことが出来る。

従って地震学者の大部分はデータ解析家か又々「理

論家」 と云 うことになる。地震学において もフ ィー

ル ド作業にたづさわる人 々は小数派と云うことにな

る。この様な事情のために地球物理学者の内のある

人々は「データの表」が自然その ものだと無意識に

思いこむきらいがある。これは自然科学者としての

ぞ意しい傾向ではない。

しか し地球物理学者のすべてが研究室にこもつて

いるわけではない。新しく設計された測定機をつか

うために,叉臨時の観測点を増設するため rCフ ィー

ル ドに出掛ける人 もいる。たとえばEXPLOs10N
SEISMOLOGYと 云われる分野など本質的にフィ
ール ド的科学である。筆者自身は地球物理学者とし

ては珍らしい部類に属する「野外研究者」である。

むかしは爆破地震学の観演1をやつたこともあるし,

火山の中腹で火山微動をはかつたこともある。

今は海底地震計を用いて深海底の地球物理的研究

をしている。これも一種のアィール ド・ フ
~ク と云

えよう。海底地震計は耐圧容器に入つて居リチエイ

ンとロープで錨につながれている。この錨はロープ

でブイとつながっている。観預1点 をい くつ も設置す

るとなると海底部分の目方だけでもトンのオーダー

になり,ロ ープの長さは 1点 につ き8キ ロメートル

だから 5点ならばロープの総長は40キ ロメートルに

なる。これだけのものを船上であつか うのは大へん

な仕事である。ところがこの設置や回収の仕事はほ

とん どすべて船の人がやつて くれる。海底地震計の

様rC未完成で問題の多いきかいをつかうためには肉

体的にも精神的にもよい状態にないと失敗すること

はまづ間違いない。長さ40キ ロメー トルのロープを

自分であつかつていたらとうてい地震計の較正など

出来る筈 もない。

従って船の上ではなるべ くからだをつかわず ,よ

いものを食べて,ゆ つ〈り くらすのが よい。船は

小さいより大きい方がよ〈冷暖房完備の必要がある。

海底地震計以外の観演1,つ まリエアーガンによる

プロファイラー地殻熱流量観測 。地磁気観測・重力

の演1定 (いづれ も1船上での )等事情は同じで観測

者がくたびれすぎる様な状態では観測はうま く行か

ない。これは器械をよりよい状態にたもつためrC頭

がいるからである。ところが同じ船上での仕事でも

事情がちがうものがある。たとえば「水 くみ」はそ

の一例である。

海洋物理学者や海洋化学者ことに後者はめつたや

たらに水をくむ くせがある。な1/Cし ろ採水器はきわ

めて簡単であるし,中 には 100年 も前から使用され

ているものもある。だから水 〈みには頭はいらない。

もつばら肉体労働である。たまたま固体地球物理学

者が彼等と同じ船に乗りあわせると労働力とみなさ

れるはめにおちいる。これはやむを得ないことでは

あるがデ リケートな器械をあつかうためにはよい情

況とは云えない。

陸上のアィール ド・ワークでも同じことで研究者

の生活状況はなるべ〈快的でなければならない。も

つとも測定装置が大へん よ〈まとめられて居り,つ

まり完成の域に達 していてスイッチだけを入れれば

事自動的に計測されるようになつていれば問題はな

い筈である。ところが海底地震計のスイッチを入れ

わすれて設置 したと云 う話がある。叉耐圧容器のO

リングを忘れたと云うひどい話すらある。スイッチ

を入れることには頭をつかう必要はないと思われる

のだが,こ の話ほど地球物理のフィール ド・ワーク

をよくあらわしている話はないrCちがぃない。

も

el
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くその 2>

観 測 所 通 い

天文学教室の屋上の望遠鏡群は,基礎実習と開発

・研究に使われているが,当教室rCはそれ以外の望

遠鏡を広範囲にわたつて使用する一般の観測活動が

ある。星や太陽はどこからでも仰げるように思われ

がちだが ,望遠鏡は何処にでもある訳ではない。

太陽面上の電波ll■度分布を観測するには長野県野

辺山の太陽電波干渉計を利用するし,成層圏から赤

外スペクトルを観測 したければ,岩手県三陸の大気

球観測所から揚げる気球望遠鏡を利用する。大陽コ

ロナの観測には乗鞍山頂へでかけ,信屋系の広視野

直接写真を撮るには,埼玉県の堂平山や木曽の御嶽

山の麓にでかける。太陽や恒星・ギャラクシーのス

ペタトルを得るには岡山県の竹林寺山へ行 くことに

なる。宇宙電波源の観測には茨城県鹿島の電波研究

所のパラボラアンテナも利用する。これ等の観測所

はいずれも,それぞれの目的に叶つた土地に設置さ

れていて,われわれ観測者のほうからでかけて行 き,

くその 3>

先年カリフォルニア大学に滞在中,私は務めて学

生の野外実習に同行する ようにした。あちらの実習

。巡検は,皆寝袋持参で ラジュースなど炊事用具や

食料も一緒に小型 トラックに積み込み,大型のバン

を連ねてでかける。何といつても雨が少な〈,人 口

も少ないので,寝袋さえあれば宿泊には困らないわ

けで, この点交通費や宿泊費を自弁 しなくてはなら

ない 日本の学生諸君はまことにお気の毒である。日

が暮れて学生たちが交代で料理 した夕食を食べ,砂

漠に寝袋を拡げて寝ていると,手がとどくかと思う

ほ ど星が低 ぐ感ぜられて ,ま ことにロマンチックな

気分になる。

何度か参加 しているうちに, どうも毎回見なれぬ

小 平 桂 ― (天文 )

何日にもわたつて滞在しながら研究なり実習なりに

励むのが普通である。

私自身を例にとると,今年度は約3o日 間こうした

観測所廻夕をすることになつているが,実験 。観測

系のスタッフの事情は私のと似たりよつたりで,多

くの学生が実習のために同行する。観測系の論文を

まとめる大学院生ともなれば,―Aでせつせと観測

所通いをしなければならない。

いきおい旅費が教室の財政を圧迫するが,本学の

付置研究所を始めとするいろいろな観測施設に無理

なか願いをして便宜を計つていただき,なんとかや

りくりをつけている。

“人類の目"と もいうべき第一線の天文観浪1機器

rC触れ,利用する機会を多く持つことは,ス タッフ

にとつても学生にとつても,最も大切なことの一つ

だからである。

鎮 西 清 高  (地質 )

顔が加わるので聞いてみると,地質学科の学生のガ

ールフレンドあるいはボーイフレン ドが車にスペー

スのあるかぎりついて来るのだという。時には大き

なダブルの寝袋に 2人でもぐり込んでいるのもいて

お どろいた。米国では先生たちも長期の地質調査に

キャンピングカーを引いて家族づれで出かけること

がある。ダンナが山を歩いている間,奥さんは採集

された標本類の整理 をしたり,町まで買4///」に行つた

り,時には化石採集人夫をつとめたり,中 々忙しそ

うであった。

駒場から地質鉱物に進学してくる学生は,同級生

の名前 もやっと覚えた 3月 から野外実習にでかける。

この実習は,習 うより慣れよ,を実践 しているのだ

査調質地



と思われるかも知れないが ,実はそうではなくても

っと根源的な学問の性格に よるものであるといえよ

う。標本箱に並んでいる岩石標本は,自 然の状態の

岩石ではない。例えば花同岩は,大 きさが数 10た 2,

時には数 100た″にも及ぶような巨大な岩の塊 りを指

すのであって,そ こには手に乗るようなサ ンブルで

は見られない不均質な鉱物組成や害」れ目や周囲の岩

石との関係がある。地質学が,標本のような切夕と

られた自然の断片を対象 とする学問でない以上 , 自

分が学ぶモノを見るlrcは こちらから出向いて行かな

くてはならないことになる。

学生諸君は夏休みまでに数度の実習をへて,夏の

4週間の地質調査実習に出る。秋には毎月 1泊 2日

の野外巡検がある。4年へ進学が近ず くと卒論のテ
~マ もきまり,春の休みにはいよいよ 1人で地質調

査にでかける。夏休みは学生にとって も先生方に と

つて も地質調査のかき入れどきで,休み明けには教

室中,赤 と黒さまざま1/C日 焼けした顔が並ぶ。進学

当初は実習でとまどいながら歩いていた学生諸君も ,

卒業する頃には ,彼女とハイキングにでかけても路

傍の石が気になつて,ついのぞき込むとい う一種の

職業病にとりつかれること1/Cな る。新婚旅行のトラ

ンクに,花嫁にはない しよでハンマーを忍ばせてい

った,と いう病膏盲に入つた人 も現われる。

私 どもが野外 1/C出 るとき,「tt質調査」に行 く,
という。上士こ書いたよう1/C,地質の学生 も先生方も

しよつちゅう地質調査にでかけているのだけれ ども,

この ことばの もつ内容を外の人に説明するとなると

いつ も戸惑ってしまう。ハンマ~やそのほかの道具

類を持って野外にでかけて,岩石の種類や性質を判

別 し,それぞれの岩石がどの ように分布 しているか ,

互いの関係がどうなつているか,形成された順序は

どうか,な ど, どんな目的の調査の場合でも,ま ず

調べなくてはならない基本的な作業があり,そ の上

に目的にそった特殊な観察や観測,それに岩石や化

石のサンプルの採集といった作業が加わる。こうい

つたことをひつ くるめて地質調査とよぶ。

このごろ,地質調査に出るとき事務部に提出する

出張書類の事由欄に,地質調査と書 くだけではなく,

もつと具体的に書いて〈れるように,と 要求される

ようになつた。調査にでかける以上具体的な目的が

あるのは当然だけれども,その実際の内容はここに

書いたような一連の作業である。この ような基本的

な調査はどんな特殊なねらいをもつた研究の場合で

も必ずやっているわけで,「地質調査」ということ

ばは,私たちFCと つてまことに具体的な作業や旅行

の目的を指している。しか し,外 から見ている人に

とつて,地質調査というのは,例えば「物理実験」

ということばと同じように,漠然としていて実験の

作業内容がはっきりしない ことばだと感 じられるの

ではないだろうか。

事務部を夕」に出 して恐縮だけれ ども,こ の ょうな

「地質調査」 と「物理実験」のニュアンスの違いは ,

地質学のようなフィール ドワークに基盤をおく分野

の性格を端的に示 しているように思われる。何 しろ

相手は自然そのものであり,理想状態に少 しでも近

い単純な条件下で起つた現象など存在 しない ,と 云

えるだろう。 どんな現象を観察して も,それが観察

された「場」あるいはその現象が起った「背景」の

認識がないと観察のデータを正しく生かすことがで

きない。そ こで,いつも最 も基本的な観察から始め

て,問題の現象の背景に対する認識をふかめるとい

う作業が必要になるわけである。

地質学関係の国際会議が開かれると,必ずその前

後に野外巡検が行なわれる。大抵の場合これは会議

のフロクではなく,会議その もの と同 じ位,時に

は会議の方がつけたりであるほど重要な行事である。

所かわれば品かわる,と 云うけれども,同 じ花筒岩

の名でよばれている岩体でも,その地域のあゆんで

来た歴史によって皆ちがう。云いかえればfEl性 をも

つている。現在の科学ではこの ような巨大でまた時

間的にも拡がっている対象を完全に画き出して人に

伝えることは不可能で,こ れを見学し,その場で討

論することが大変重要になることは,わかつて頂け

ると思う。

自然探究の重要な手段である野外調査,あ るいは

現地観濃」と云つたような部門が,例えば大学予算の

中で,今だに正当な評価が与えられていないのは残

念なことである。
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<そ の 4>

ナ ケ の 遡 る 町

θ

大槌町は,北上山地がそのまま海に落ち込み,曲

りくねつた海岸線がどこまでも続く,陸中海岸の南
やまなみ

端近 くに位置 している。町はずれの,山脈の始まる

麓に,サ ケの人工孵化場はある。

毎年秋になると,孵化場の物置は,それまでそこ

rC山積みされていた固型飼料の大きな袋や,その間

を徘徊していたネズヾ共に替つて,大げさな実験器

具が並び,上田先生をはじめとする我々のグループ

が占拠する。

我 々のグループは過去 7年程の間,サ タが自分の

生れ育つた母なる川に,産卵のために帰つて くる

“母川回帰行動の謎 "の一端

を,電気生理学的手法を用い

て解明しようと努めてきた。

研究の背景や我々の得た知見

等については,既に上田先生

が簡明に紹介されてかられる

ので (理学部広報 5巻 6号 ),

ここではふれない。今回は ,

実験方法の概要を説明するrC

留め よう。

まず ,サ ケを筋弛緩剤で麻

酔し,呼吸のための井戸水を

鯛に供給 しながら,固定装置

に固定する。我々は,遡上し

てくるサクのうちでも小型の

ものを用いているが,そ れで

も2-3り はあり,取扱いが

不慣れなうちはサクに大暴れ

されて,全身びしよぬれにな

ることもよくあつた。カミソリ,メ スを用いて頭皮

や骨を取除き,記録電極を脳に挿入する。この手術

は比較的簡単で,勲練すれば殆んど出血なしに,3o

分位で終えることが出来る。鼻孔を,母川を含めた

種 の々河川水で刺激し,誘発される電気的活動を ,

増巾器を用いて磁気テープに記録する。記録したデ

佐 藤 真 彦  (動物 )

―夕は大学に持ち帰つた後 ,種々の解析にかけられ

る。

遠隔地での実験とい うことから,大学の研究室で

のそれとは色々と違った意味の楽しみや苦労 を経験

することが出来る。

現地到着後の数 日間は,乗用車 2台に満載 してき

た実験器具の梱包を解き,それらをセットするのに

費される。実験にとりかかれるようになるのには ,

さら1/C数 日が必要となる。叉,実験が長期にわたる

ようになつたここ 2年程は, この間一方では,先に

発送してかいた蒲団袋等の家財道具を宿合にあてる

サケを捕える漁師達 ――津軽石川にて 一

ためrC借 りておいた家に運び込み,おさんどスノとし

て連れてきた私の妻や,グル~プの一員である工藤

氏の奥さんを手伝つて, どうにか生活できるように

整えるのである。こうなると一家族の引越と何ら変

るところがない。

サケ漁は,通常夜または早朝に行なわれる。り|1床
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に仕掛けておいた網を,大勢の漁師達が,威勢のよ

いかけ声と共に一せいに引上げると,何 100尾 とい

うサクが,あ るいは裸電球の薄暗い光のもとrC,あ

るいはようやく明け始めた朝事の中に,銀鱗を輝や

かせて飛び跳ねる。戦場のように忙しく立働いてい

る漁師の一人にお願いして,数尾のサクを譲夕うけ ,

大急、ぎで孵化場の水槽へと, トラックで運び込むの

である。

この他,一 日おき位に試験用の水を採集する仕事

がある。北は宮古湾に注ぎ込む津軽石川から,南は

釜石近傍の片岸川まで ,距離にして50たπ余りの間に

ある大小 7つの河川から水を汲み集める。我 々のグ

ループには ,上田先生の眼鏡にかなった,信頼のか

ける (?)運転技術を持つている者は二人 しかいない

とい う。一人は当然上田先生御自身であるが, もう

一人は私である。そ うい う訳で, この ような仕事は

_人で分担してやることになる。概 して,私がサク

運び,上田先生が水汲みという役割がいつのまにか

出来上つてしまつた。

実験が休みの日などには ,サ ケが遡上 して くるの

を眺めに ,皆 でよくでかけた ものである。サケが ,

遡上の時期を見計つて河口に群れているのを見るの

には,先に少 しふれた片岸川がよい。この川は,典

型的なリヤス式海岸の奥深い入江の一つである唐丹

湾の,その又最奥に注 ぎ込む巾 2-3れ の小川であ
る。ここに毎年数万尾のサケが,気の遠 くなる程長

い旅路 の末に帰ってくる。日没が近づくにつれ,サ

ケの大群が背 ビレを波間rC見えか くれさせながら,

河口に近寄つて 〈る。り|l rC入 つてからは,か なりの

速度でぐんぐん遡上する。あたりが夕闇につつまれ

る頃になると,川中がサクだらけになる。いたると

ころで,サ ケが跳る水音が聞え,薄明りを通 して水

しぶきが上るのが見える。多いときには ,一晩に数

1000尾 が遡るという。

空前の豊漁にわき立つた昨年rCは ,幸運にもサケ

の一連の配偶行動を観察することが出来た。これを

見るのには,我々が根拠地 としている大槌川の,河

口付近にかけられた安渡橋 の上からが最 もよい。捕

獲用に仕掛けられた網にサケが入り切れな〈なると,

そのすぐ下流の,かなり流れの速い場所で産卵が行

なわれる。ここは,満潮時には海水が浸すため,本

来なら産卵に不向きと思われる場所なのである。

巣作りに適 した場所を見つけた雌は ,横倒 しに し

た体を激 しく曲げ伸しなが ら少しずつ上流へ進み ,

川床に巣穴を掘り起す。この後,す ぐ円運動を描い

て巣穴に戻りその上rC静止する。巣穴の具合を確か

めているのであろう。しばし静止した後 ,彼女は再

び巣穴を掘 り起 し始める。これらの行動が繰り返え

され,巣穴は次第に深 くなつてゆ〈。巣を掘り起 し

ているlllEを見つけた雄は,雌が巣穴の上に静止して

いるときrC求愛する。求愛は,体 を小きざみにふる

わせながら下流から雌に近づき,時には雌の下半身

に体を突 き当てることで表現されているようである。

こうしてめでた く婚約が成立すると,雄には顕著な

縄張り行動が現われる。侵入 して 〈る他の個体に対

しては,こ れを激 しく撃退する。時rCは雄特有の恐

ろしい鼻曲りの口で,侵入者にかみつ くことさえあ

る。このようなlltの巣作りと雄の求愛は,数 10分か

ら数時間もの間続く。お互の気分が最高潮に達 した

時,殆んど不意に彼らはよりそい ,口 をあけながら

放卵と放精を行う。透き通つた水の流れを通 して ,

橙色の卵が巣穴に落ち,自濁 した精子が広がるのが

見られる。はるか北洋から,本能の不思議な力に導

かれて,母なるり||へ再び帰り,そ して偶然に巡り会

ったこの 2尾のサクは,今ここにその生涯の最終の

目的を達 したのである。この行動は非常に素早 く行

なわれるので, うっかりしていると見逃 してしまい ,

1時間以上 も目を凝らして観察していた苦労が無駄

になることが何度 もあつた。

産卵の後 ,雌は,巣の掘り起 しのときとは逆の向

きに体を曲げ伸すことにより,川床から小石をまき

上げて巣を被う。我 々とは全 く別の興味で,こ れら

の行動を注視しているものがいた。それは,捕獲用

の網のささえとしてり|1床に打ち込まれた柵の上 rC,

一列に整然 と並んで止まつている何 100羽 というウ

ミネコたちである。彼らは,卵が巣穴からこぼれ出

るのを目ざとく見つけると,先 を争つて舞い下り,

片端からついばみ始める。我々の感傷とは全 〈無関

係に ,大 自然の非情な摂理はここにも働いているの

である。

巣を被い終つた雌は,そ の近 くで再び新しい巣穴

を掘り始める。先程の雄は,同 じ雌と再びつがいに

OC

―
―
―
Ｉ
Ｌ
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なることもあるが,別の雌を見つけてそちらに求婚

することの方が多いようである。寒風の吹きぬける

橋の上で,何時間もの間,夕闇で魚影を識別出来な

くなるまで立ちつ くしている我々を見て,土地の人

は何 と思つたことであろう。

滞在の最後の日に,巾 50m程の狭い孵化水路の中

に砂利を運び込み ,人工の産卵床を作つて一組のサ

ケを入れてみた。一連の配偶行動が 3時間余りの後

に完了 した時には,思わず大学院の山口君 と手を取

り合い,サ クを驚かせないようにひそひそ声でその

感激を分ちあつた。我 々をいたく感動させて〈れた

この 2尾 のサケが,人知れず再び川へと戻されたこ

とは言うまでもない。

ここに到着 した頃には,あ ざやかに紅葉 していた

くその 5>

孵化場の木立も,我 々が帰り仕度を始める12月 の下

旬にもなると,す っかり葉を落し,弱 々しい陽ざし

をうけながら,吹 き抜ける風の中FCその枝を震わせ

ている。

今年 も叉 ,大槌へ行けることになるかも知れない。

ほんの少し前までは,私にとつて全 〈無縁であつた

あの小さな町での研究生活は,生涯忘れることの出

来ない一こまとして,私の脳裏に焼 きついて残るこ

とであろう。

◇   ◇   ◇
何から何までお世話になり通 しであつた真岩高司

氏をはじめとする孵化場の方々に, この場をかりて

厚 く御礼申し上げます。

人が狭い谷底の村で生活 している間は,過去にす

ぎさつたいろいろな出来事の多様性に興味を感じて

いるから,歴史学がまず発達する。

村を離れて都会に集まるようになって,多県の人

を知り,更 rC生活の空間が海外にまで広がると,空

間における多様性に関心が移つて くる。

実際,例えばアフリカの砂漠に行つて,日 本では

見なれぬ形の山を背景にわれわれは異質な生活 して

いる人々をみると,あ まりの違いに,ほ とんど茫然

としてしまうことがしばしばある。

そうい う時に,その土地の人 々は,われわれに話

しかけて 〈れる。その話の内容は,われわれの常識

を越えている。そこで文化人類学が成立することに

なる。

それに対して,背景の山は黙つたままである。そ

の山には,環境の変遷の歴史が刻み込まれているの

であるが,時 としてその解読は遅々として進まず ,

いたずらに調査時間が過 ぎてい くことがある。対象

によつては ,採集 して研究室に持ち帰つて分析を続

けることができるが,山は持って〈ることができな

し̂
。

鈴 木 秀 夫  (地理 )

人間の多様性を自然環境の変遷のなかで理解しよ

うとする地理学には,よ り多 くの時間を要すること

になる。

一地点の自然環境の変遷は,他地方との関係で解

明されることが一般である。例えば,旧石器時代入

と新石器時代人の活動の舞台となつたサハラには ,

その時,雨が降つて草原であつたが 一―緑のサハラ

と呼ばれている 一 ,その雨の原因には ,南極大陸

の上の氷の増減が関係していると考えられており,

その南極大陸上の氷の厚さの分布は, ヒマラヤ・チ

ベッ ト山塊の存在によつてきまつていると考えられ

ている。

地球上のすべての点は, このようにすべて不可分

に結びついているから,例えば南米のアタカマ砂漠

の山の形を調べている間にも,マ ダガスカル島西岸

の状況が気になつて くる。

直径数センチで,しかもすみずみまでいつでも調

べることができる眼球を研究する研究者が沢山いる

のと〈らべて,地球を研究する研究者がひとにぎり

しかいないことの対照をしばしば考える。それだけ

にまた,や りがいを感じているのだが。

地 球 と 眼 球
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ツュ ンベ リーの来 日 200年記念

5月 後半はツュンベ リー来 日200年記念の諸行事

が東京,京都,長崎でスェーデン大使館 と日本植物

学会によつて主催 され,一部は本学でも行われた。
お手伝いをした関係でその報告をかねて 日本の植物

学の父ツュンベ リーについて簡単に紹介 したいと思

う。

1776年 6月 18日 スェーデン人ツュンベ リー Cari
カ ビタン

Peter Thunberg(1743-1828)は 甲比丹 (オ ラ

ング商館長 )の侍医として江戸城で10代将軍家治lFC

謁見 した。今年その200年 目を記念する展示会など

と共に,両国の植物学の交流を強めるためウプサラ

大学,ス トックホルム大学,ス ェーデン国立自然史

博物館から4人の植物学者を招き,植物分類学と森

林生態学のシンポジアが開かれた。東京では17日 朝

日講堂で記念講演会,18日東大理学部附属植物園で

記念植樹, 19日科学博物館で植物分類学シンポジウ

ムなどが行われ,ま た19日から25日までの間東大総

合研究資料館でソュィベ リー来日2oO年記念特別展

示会が開かれた。

図 1 植物園での記念植樹。ツプサ ラ大学
ヘ ドベ リー教授 (左 )と植物学会林会
長 (伊藤技官撮影 )

記念植樹はスェーデン大使 ,学者―行,林植物学

会長 ,下郡山園長ほかの関係者によつて行われ,ク

大 橋 広 好 (植物園)

ロマツは学名をビヌス・ツンベルギィといい,ツ ュ

ンベリーの松の意味で,北海道と沖縄を除く日本と

韓国南部に自生する有名な植物であることから,今

回の記念に選ばれた。参会者にはこの機会に植物園

の来園者ノートに毛筆でサインしていただいた。こ

れは次のツュンベ リーの記念祭でもあれば出品され

ると面白いだろう。 200年前ウプサラのツュンベリ

ーにあてた柱川甫周や中川淳庵 (と もに解体新書で

よく知られている医者 )の当時異国の道具ベンで書

かれた手紙は,今回の展示の中で最も人気があつた。

図 2 総合研究資料館での展示。左上はツ
ュンベ リーの肖像

資料館での展示は関係者以外の林総長はじめ学内

外のずいぶん大勢の方々に観ていただいた。スュー

デン大使 と学者―行が見学したことは学内広報に既

に紹介された。ウプサラ大学からはツュンベ リーの

大きなカラー肖像写真 (こ れは閉会後資料館植物部

門に寄贈された ),彼が日本で作ったかしば標本で

メイプ・スペシメンを含む20点 ,研究に使用した顕

微鏡, フロラ,ヤ ポニカの自筆原稿 ,彼宛ての手紙

のファイル (前述の日本人の手紙を含む ),ま たス

ェーデン民族学博物館からはツュンベ リーが持ち帰

つた品物 ,鏡, させる,た ばこ入れ,春信の浮世絵

等が出品された6たばこ入れにはきざみたばこが当

時のま漆入れられていた (味不明,匂い全 くなし)。

③



,

これに加えて植物学教室からツュンベリーに関係あ

る植物のかしば標本,彼の著作,資料館植物からツ

ュンベリー標本のマイクロフイシュ,植物園と総合

図 3 ツュンベ リーの顕微鏡

早見「1星章T「響粂鰍讐[‖糧驚撃ilg繋彗
書,法学部明治文庫,植物園 ,丼上周一郎氏から日

本旅行記,その他原,木村両名誉教授からツュンベ

リー関係の資料と文献を出品していただいた。展示

された出版物については資料館の展示バンフレット

に詳 しい。

ツュンペリーは1743年生れ, ウプサラ大学で主に

リンネについて医学と博物学を学んだ。パ リ留学の

ため1770年 ウプサラを出発し,途 中立寄つたォラング

グで当時の代表的植物学者でアムステルタ
・ムの植物

園長であつたブルマンの影響をうけ,ケ ープタウン

と日本の植物を調 べる決意をした。 1772年 ケープタ

ウンに到着 し,約 3年滞在して調査を続けた。1775

年 3月 2日 ケープタウン出発 ,バタビアを経て 8月

1日長崎に入港 し,翌 日出島に上陸した。約 1年 4

ケ月滞在した後 ,%年 12月 3日 に長崎を出帆 し,パ
タビア,セ イロン,ケ ープタウン,オ ラングを経て

1779年 3月 14日 スウェーデンに帰着 した。江戸参府

は 76年 3月 4日 出島を出発,下関から12日 出帆し 4

月 6日兵庫上陸 ,25日箱根越え ,27日 ,85日 かかっ

て江戸に着いた。彼の日記によると将軍に会つた18

日は江戸の気温は朝156℃ ,昼 211℃ ,午後222℃ ,

夕211℃ であつた (但 しもとのデーターはいずれ も

華氏で測定され,それぞれ60° F,70° F,72° F,
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70° Fで ある )。 これらの記録は日本で最初の気温
の観演1値だとい う。 5月 25日 江戸発,6月 25日 出島
着とい う日程であつた。滞 日中は行動の自由がなく,

植物採集の許可を得るために苦労 したが,箱根では

かごから下夕ることができたので比較的自由に植物

を採集 した。

帰国後1781年 ウプサラ大学助教授,教授,85年学

長となり,1784年にはフロラ・ヤポニカ(日本植物

誌 ),1793年には ョーロッパ・アフリカ・アジア紀

行 4巻 ,1823年にはケープタウン植物誌を完成 した。

またこの間日本の動物を初めて世界に紹介し,新種
としてカキ,ヘ ビトンボなどを記載した。

き 熱 孤 島 1
CA Es'N,C_躍 er6clュ NT.HoLMENS.ヾ Oc】 E,. LtTTll R`

VPsAI PAIR16i“ QLMEヽ S EERO LIN.N.`ORVT:

Ｉ

■

SYSTEMA SEXVALE EMENDATVM
REDACTAS

XX CLASSES,ORDINES,GENERA

ET sPECIES

DIFFERENl■ IS sPECFICIs, SyNOMMIS PAVCIs,

DESCRIPTloNIBVS CoNCINNIS ET
XXXIX lCONIBVS ADlECTIS.

LIPSIAE
IN BIBL10POL10 1 C lヽVLLERIAヽご0

1 7 8 4

図 4 フロラ・ ヤポニカの表紙 (植物学教
室所蔵 )

フロラ・ ヤポニカは 日本の植物を今 日世界共通に



用いられている二名法の学名によってまとめた最初

の本で, リンネの分類方式のもとづいて顕 花 植 物

374属 ,735種 ,隠花植物27属 33種ほかを分類 し,

それぞれについて特徴 ,用途 , 日本名等を記述 して

いる。本書は今 日の日本の植物学の基礎となつた も

ので, ここでは新属26,新種 390が発表 されている。

この新発見の植物の命名にツュンベ リーはしばしば

日本名をラテン語イヒして学名に転用 している。夕」え

ばアオキをAあ
`α
ιαァゥクパ,ナ ンテンはⅣ″πれα

ナンディナ,ミ ヤマシキミは Sλづγんπづα ッキ ミァ

(墓地 などによく植えられているシキヾとは全 〈別

の植物 )と いう新属,サ ザンカをカメリア・ササン

クォθαπιιι力 sα sαπ

“

協  カキ(植物 )をデイ
ォスピロス・ヵキDりo"η ttS腕此り などの新種と

して命名 した。

ツュンベ リーの日本旅行記は当時のヨーロッパに

日本を紹介して大きな影響を与えた。フランス, ド

イツ,イ ギリスで1790年代にそれぞれ訳本が出版さ

れた。 50年後 ドイツ人シーボル トはツュンベリーの

著作 rc刺激されて日本を訪れ ,帰国に際して前述の

フロラ・ヤポニカを残 した。これ rCも とづいて後年

東京大学員外教授となり小石川植物園で植物調査に

従事 した伊藤圭介が泰西本草名疏を1829年に著 し,

日本の近代植物学が発足した。

最後にツュンベリーの 200年前の日本人観を紹介

したい。日本人の長所は「賢明な精神をもち,気が

きき,従順で,正義自由を愛 し,礼儀正しく,簡素

で,好奇心が強 く,忍耐力があり,経済観念が強い

こと,そ して清潔,節欲,約束を守ることであり,」

欠点は「迷信的で, うぬぼれ強 く,疑い深 く,人間

としての権威の自覚がな〈, 自由,平等がないこと,

そして発明心が次乏 し,復讐心が強いことである」

(木村陽二郎 :日 本自然史の成立 より引用 )。

「周生期内分泌学Jの周辺

ネズミは大きさ,寿命,扱いやすさの点で,ま た

純系維持 も容易で画一的な材料を整えやすいなどの

点で,す ぐれた実験用哺了L類である。生まれた時に

はまだ毛 も生えておらず,日 も開かない未熟な新生

児で,一般に薬物の影響を非常に受けやすい。それ

がかえつて,出生前後のホルモン作用を調べようと

する実験 にとって都合がよく,ま た,周生期 rcかけ

るホルモン環境によつて動物の内分泌機能,末槍標

的器官,行動などに将来起 り得 る変化に焦点を合わ

せた内分泌学 (「周生期内分泌学」 perinatal

cndocrinologyと よんでおぐ)の進歩は,彼等

に負 うところが大 きい。われわれの研究室が関りを

もつ ,この分野の歩みとその進歩にともなう拡が ,

とを少 しさかのぼつたところから辿つてみたい。

古くから畜産業者や解剖学者の二部には知 られて

いた現象であるが ,ウ シに双仔が生まれた時に 2匹

が同じ性ならlLE雄いずれでも生殖機能は正常である

が,性が異なると雄は正常に発達 しても雌は間性と

川  島 誠 一郎  (動物 )

なるか,少 くとも将来不allに なる。 ミューラー管は

輸卵管,子宮,上部腟に分化せず退化 し, ウォルフ

管は雄胎児と同じ〈残つて雄性の生殖器官となる。

このような異常なlltを フリー・マ~チ ンとよぶ。 ド

イツのKe lle rと Tandler(1916),ア メリカの

Li llie(1916)に よって雄の精巣の分泌するホルモ

ンが雌に作用して生じるという説が提唱された。こ

の説は胎児の生殖腺がホルモ ンを分泌する,性分化

にホルモ ンが関与する,とい う2つのlFx定に立つて

いた。 これをめぐつて多〈の研究が着手された。初

期の実験方法 としては,胎児の生殖腺除去 ,生殖器

官の組織培養が主であつたが,な るべ〈自然に近い

状態でのフリー・マ~チ ンの再現を意図 して, 2匹

の胎児を縫合すを くラビオーシス (並体結合 )も 試み

られた。 しか し手術の困難さのために胎児でのパラ
ピオーシス実験ではよい結果が得 られていない。

パ ラビオーシスとい う手法は,1908年に Saue r―

bruchと Heydeが 2匹のウサギを手術的に結合
-12-
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したのが最初で, 日本では松山陸郎氏 (当時伝研 )

が1919年 rcシ ロネズ ヾで報告した。この時代のパラ

ビオーシス実験は,一方の動物から腎臓や肝臓を除

去 して,尿毒症や糖尿病について研究するのが主で

あつたが,松 山氏は生殖腺の変化 も観察 した。フリ

ー・マーチン説 lFCヒ ントを得た動物学教室谷津直秀

教授 (当時慶応大 )も パラビオーシスを試み,1921

年に「 シロネズ ミの異性間
パラビオーシスにおける

生殖器官の変化について (原題英文 )」 という論文

を書かれた。これはその後,竹脇潔教授によって築

かれ発展 した内分泌学のきっかけとなつたものの一

つであろうと想像する。パラビオーシスは卵巣内分

泌の研究にその後 も利用されるが,フ リー・マ~チ

ン現象から派生 した基本的な内分泌の問題である ,

精巣からのアン ドログンの作用による間性または不

妊状態の誘起機構の解決には別の方法がとられた。

つまり,純粋のホルモンを胎児に投与 してその効果

を調べることなどである。

ネズ ミの出生時期をウンにあてはめると,胎児期に

相当すると考えられるので,出生直後の雌にアンド

ログンを執 てみる。すると,下部隆の発達が未熟で開

口することはなく,卵巣 も未熟な組織像 を贅卜が,外部

形態は雌であれ フリー・マーチンに匹敵す効 果は胎児

期のネズ ミにアンドログンを与えるともたらされる。

この時,泌尿生殖洞から前立腺が分化 してくる。一

般にエィジの進行 とともない,雌 に前立腺の分化 し

て くる程度が低下する。泌尿生殖洞を構成する間充

識 と上皮とを分離して, さまざまのエイジのものを

組合せた実験によると,間充識の方に前立腺になる

形態形成能力を失う責任がある。すなわち,泌尿生

殖洞の分化は,ホ ルモンに依存したものであり,か

つホルモンの有効な臨界期が存在するということに

なる。

逆に妊娠中の雌に抗アンドログン剤を投与すると

生まれた雄には前立腺が形成されず,腟ができる。

つまり,哺子L類の性分化は基本型が雌であり(b asi c

femal erlesS),ア ン ドログンによつて雄の分イヒを遂

げるわけである。ところが,雄胎児を去勢 してアン

ドログンを加えて正常の雄 として生まれてくるかど

うかを見ると,ど うやつて もヾューラー管が残 り,

後に輸卵管と子宮 となる。 このことから胎児精巣は

アン ドログン以外にミューラー管に作用 して,退化

させるX因子の存在が想像されている。アンドログ

ンもX因子 も作用 しない時に雌になる。

乳腺の発達についても b asic fetna lenessが あ

てはまり,ア ンドログンが作用するとllll性ホルモン

に対する感受性が生涯低下したままとなる。胎生期

における内分泌器官は,一方では自己の器官形成を

行ない,他方ではその分泌によつて他器官に影響を

及ぼすという特徴があり,その上母体 との関係もあ

つてなかなか複雑である。この種の問題の解析を主

目的にち のが develop men tal endocrinology(発

生内分泌学 )で ある。

出生直後にアンドログン処理をした場合には,概

して遺伝的性と一致する外部形態が現われる。 しか

し,卵巣は大小の戸胞と間質のみからなり,正常卵

巣に認められる黄体は完全 rC消失する。雌 1/C特徴的

な性周期 は観 察されず,隆 ス ミアは連続麟 情

状態を示す。成体雄ネズミを去勢して,代 夕rc卵巣

と腟 とを移植 した場合も同様である。 tノ かし雄ネズ

ミの去勢を出生当日にすると,後に移植した卵巣に

は見事な黄体が形成され ,正常雌に類似の生殖腺刺

激ホルモン分泌様式が発現する。以上は 1936年 の

P fei fferの 有名な実験の骨子である。この発見は

生殖器官の雌雄分イヒというレベルではなく,脳,特

rC祝床下部のホルモン分泌機構の雌雄分化がステロ

イドホルモンによつて誘導されるという点にポイン

トがある。神経内分泌学の重要な分野がこれをきつ

かけとして誕生した。

周生期のホルモン処理によって祝床下部一脳下垂

体系の内分泌機能だけでなく,行動や末梢標的器官

にも持続的な作用を及ぼす現象は,周生期の個体に

対するホルモン環境の意義を調べるという観点に立

つものであるから,いわゆる 1環境生物学」にとつ

ても興味ある対象となるであろう。また,ヒ トの胎

児が大量のエストログン(特に流産防止剤として使

用された die t町 lstil bestrol,DES)に 曝露され

ると,生まれた後に子宮頸管癌と腟腺癌が多発する

とい う最近ようやく明らかになつてきた事実を考え

ると,「腫場生物学」の好適な実験モデルも提供 し

よう。ところでこうした発癌の危険は,10年以上 も

前か ら東大 ,カ リフォルニア大,ス エーデンのグル

―-13-



―プによるハツカネズヾでの実験結果が示してはい

た。継続的に使用するピルについて も,ヒ トに対す

る危険を問題にされてぃたが,本年に入り,ア メリ

カの市場から多〈の銘柄が自発的 rc姿 を消し,残 り
についても医師の指示にもとづいて使用するよう勧

告がなされたのは結構 なことである。

幼時のホルモン環境が脳機能の雌雄分化にとつて

決定的な要因であることや発癌と密接な関係のある

ことは ,フ リー・マーチン現象に端を発 した性分化

とは異質の問題を提供するが,い わゅる周生期学

(perina t01ogy)の 内の近接 した対象であることに

間違いない。

少し話題を転じて ,脳 下垂体ホルモンの分泌調節

について述べさせて頂 〈。脳下垂体後葉は,血圧上

昇ホルモンと了宮収縮ホルモンを単に貯えているだ

けで,実際に生産するのは祝床 下部にある神経細胞

群である。脊椎動物全体を通じて両ホルモンの基本

構造は不変で,円 口類には 1種類 しかないアルギニ

ン・バソトシンから段階的にアヾノ駿が 1つづつ変

化すると,脊椎動物全体で知られている 9種類の後

葉 ホルモンができあがる。このホルモンはホルモン

の分子進化を考えるモデルとしてつとに有名である。

視床 下部の生産する別の神経ホルモンには,脳下
垂体門脈を通る血液に乗つて前葉や中葉に達し,そ
こでホルモン分泌を調節するものがある。それらは

脳下垂体ホルモンの分泌を促す放出因子 と逆に抑需1

する抑市1因子 とrC分けられる。AC TH,FSH,LH,
TSHに 対 しては放出因子だけ力政日られている。 プロ

ラクチン, STH,MSHに はそれぞれの抑制因子と,
また,あ る種の動物では放出因子 もある。これらの

因子の内には分子構造が かり合成されているもの

もある。構造決定に到るまでの,た とえば30万頭分

のヒツジの脳から 3%の TSH放 出因子を抽出する
までの歴史は比較的ゆっくり進行するが,合成の段

階に入ると日進月歩で論文の先取扱については投稿

の日付が問題 となるほどである。神経ホルモンの命

名に関しては一定のきまりがなかつたが, 1974年

IUPAC― Iじ Bが既存のペプチ ドホルモンも含めて

ス タンダー ドな命名法を提案していて,現在各学会

で検討中のようである。そこにはルリベ リン(=LH

放出因子 ),フ ォリトロピン(=FSH), ソマトメ
ジン(=sulfatiOn factor),チ モポイエチン(=

thymin)な どという耳慣れない名が出ている。

さて,周生期にアンドログンでもエス トログンで

も投与された雌ネズ ミは,正常なら認められる 4～

5日周期の卵巣活動が消失 し連続的発情状態になる。

排卵もな〈不lllで ある。これはLH放 出因子の分泌

低下を意味するが,ホ ルモン投与に よらな〈ても,

祝床下部の祝交叉上核から視東前野のあたりを破壊

しても連続発情 となる。この領域は,生殖腺刺激ホ

ルモンの周期的分泌を支配する中枢である,視床下

部後部の弓状核近辺を壊すと,LH放 出因子の極端
な減少 rcよ って ,発情 を全 く示さな〈なる。連続

発情は,平た〈いえば雄タイプのホルモン分泌様式

であり,この分野の研究は動物学教室では1950年 頃か

ら始まつた。祝床下部 よりも高位の中枢である大脳

辺縁系にも幼時のアンドログン処理により機能変化

が起るが,影響を受ける正確な位置はまだ確定され

ていない。いずれ,詳細な研究が完成して,脳のマ

ップ上でアントロ゙グン作用が示されると思 う。

成体のネズ 脳ヾ で,エ ス トログンの取込みと代謝

を調べた17ha lenは ,雄 と雌の間に大きな違いはな

いという。しかし,成体雄はエストログンを与えて

も雌なら頻繁に示す性行動である脊椎前彎をしない

など反応が異なる。だからエス トログンは細胞質中

に取込まれても核への転位が起らない可能性が考え

られる。もしそうなら,個 々のニューロンの機育ヒカミ

不可逆的に変化 した結果,雄 タイプが誘導されると

い うことができよう。

出生直後のホルモン環境は,ネ ズミの行動パター

ンを決定する力を持っていて ,この点に つ い て も祝床下部 と脳下垂体 との関係を示す図

１
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basic femalenessが あてはまる。新生児にアレ

ドログンを投与した場合,ネ ズミでは雌行動の発現

が抑制されるが,サルでは無効である。サルは胎児

期に投与 した時には成体に達した後の性行動力愕寛化

するので, ネズミとの差は行動パターンを決定す

る臨界期の差である。霊長類では,ホ ルモン以外に

出生後の社会的要素によつて性行動が変化するとい

われる。また,周生期に甲状腺機能を低下させると

学習能力の劣ったネズミを作ることができる。以上

は,「三子の魂百まで」あるいは「氏より育ち」を

支持する内分泌学的証拠となろう。

17R癌の多発として現われてくるような標的器官の

劇的な変化でなく,やや穏やかな不可逆的変化があ

る。それは高杉遅氏 (現岡山大教授 )の発見による

ハツカネズ 腟ヾ上皮のエストログンに依存しない角

化である。ふつう腟上皮細胞には,エストログン受

容体が細胞質内,核内ともにあるが,周生期のホル

モン処理を受けると核内の受容体が極度に減少する。

正常動物では上皮を構成する細胞集団のうち,あ る

ものは出生後の数日のみ存在し,消失する。ところ

が, この期間にホルモンがあると,上皮中に生残り,
やがてエストログ/不依存細胞の集団となるという

仮説が立てられている。視床下部の機能上の雄性分

化も核内受容体が少ないらυハという点で,腟上皮の

場合に似ているが,後者と同じような過程で不可逆

的変化が起るとは考えにくい。その理由の 1つ に,

神経細胞には細胞分裂がほとんどないので,腟上皮

のように分裂を繰返しながら細胞集団が変化する過

程を考えにくいこと,も う1つの理由に,卵巣の正

常な発育に幼時の胸腺の存在が必要なこと,連続発

情を誘起する処理をしても胸腺細胞の浮遊液注射を

加えると,連続発情とならないなどの観察があり,

脳の性分化には免疫監視機構の関与も考慮しなけれ

ばならないことをあげておこう。

雄タイプの間脳祝床下部をもつ雌ネズミは,プロ

ラクチン分泌量が正常雌ネズヾよりも多い,こ れは

幼時期1/Cステロイドホルモン処理を受けたネズヾ

に乳癌が多発する原因 (ハ ツカネズミでは乳癌ウイ

ルスが必要条件 )と も考えられる。一方, 自発的に

連続発情となつた老令雌ネズミもプロラタチン分泌

量が多い。こうした現象は相互に関連があり,プ ロ

ラクチン分泌調節機構一般を解明する手がかりとな

つている。プロラクチンは,霊長類から下等脊椎動

物に至るまで広 く分布しているたんぼく質ホルモン

であり,近縁性を免疫化学的に調べた結果は,大ま

かにはプロラクチン分子の進化が脊椎動物の下等か

ら高等なものへ向つて起ったことを暗示している。

このようなアプローチは比較内 私ヽ学(compara‐

ti ve endocrino10gy)の常法である。プロラクチ

ンに関する業績は多岐にわたっているので,それを
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まとめた prolactinologyという用語す らある。「周

生期内分泌学」とここでよんだものは,動物の一生

を通 して,組織や内分泌器官の活動および行動に影

響を与える,周生期の内分泌学的環境を論じれ と規

定しておいた これまで雑然と述べてきたように既存の

いろいろな分野 と関連するの■ この関連を矢印で表

わして要約にかえようと試みたものを図示 した 図中の

the empire of pemmtal endoCrinology lrl, 周

生期 の内分泌学的処理 をこ うした問題 を考 察

の出発点にする,と いうほどの意味である。

,1(→ |←→:←→|←→←→:←→←→:←→:←→:←

研究室めぐり(3)
→←→←→(→ :(→:`→ (以←→←→:←→(

地質学教室にはこの数十年の間に世界中の多くの

地域から集められたかびただしい数の岩石のコンク

ションがある。地球上の岩石だけではな 〈,も と太

陽系のどこかをただよつていた隕石のコンクション

もある。月の岩石も一時期はあつたが,残念ながら

これらは一片 も残さずrc米国航空宇宙局に返さねば

ならないので今は無い。ところで, これらの岩石コ

ンクションの中に地球のマントルから来た岩石も多

く含まれている。マントルというのは,地球の地殻

と核の間の部分で地球全体の体積の82%を 占めてい

る。マントルはまた莫大な熱エネルギーを有してお

り,地震,火山 ,造山運動,大陸移動などの大規模

な地質現象のエネルギ
~は殆ん ど全てマントルから

供給される。マントルとはこのように地質現象にと

って最も重要な部分であるが,地殻におかわれてい

るために,地表に住む我々は直接見ることがで きな

い。最も簡単なことは地殻に深い穴をあければいい

のであるが,大陸地域や日本列島などでは3帳″以上

の厚さであり,海洋地域でも海底から 5渤以上堀ら

なければならない。実際にマン トルまで堀る計画は

あつたし,現在もあるのであるが,技術的に困難な

点が多〈,ま た莫大な費用がかかるためなかなかす

ぐにはマントルまでとどきそ うにもない。

ところで,神様はなかなか気が利いていて,人間

がわざわざ苦労 して穴を堀らなくてもいいようにち

やんとマントルまでとどく深い穴をあけておいて下

)vaE
久  城  育  夫  (地質 )

さつている。その一つはグイアモンドを含むキンバ

ーライト・パイプである。このパイプは地表近くで

の直径 2～ 3た″かそれ以下,深 くなるともつと細 〈

なるらしいが, とにか く地下 150たπかそれ以上の深

さまで細 々と続いている天然の穴である。このパイ

プはキンバーライト・マグマというガスを含んだ流

体が少なくとも時速数10た″の速さで上昇してきたた

めに出来たのであるが,そのマグマ中にマントル上

部の岩石が沢山含まれている。そのようなマン トル

の岩石は現在キンパーライト・パイプを埋めている

キンバーライトという岩石中から沢山とることがで

きる。日本には残念ながらキンバ
~ラ イト・パイプ

はないが, もう少 し浅いマントルまでとどくパイプ

はある。一つは秋田県一ノロ潟である。このパイプ

からの噴出物中に一ノロ潟直下のマントル上部の岩

石が沢山含まれている。

その他に ,キ ンパーライト・マグマ程ではないが ,

やはり比較的速いスピードで上昇 して きた マグ マ

(アルカリ玄武岩質マグマ)中にもマントル上部の

岩石が含まれている。このようなアルカリ玄武岩は

世界中rcか なり多く分布している。本邦では北九州

や山陰などの日本海に近い地域に点 々と分布してい

る。

故久野久教授はマントルの岩石の研究の重要さを

強 く感じられ,1950年代の終り頃からマントルの岩

石を集めることを始められた。私 も丁度マン トルに

-16-
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興味を持ち始めた頃だつたのでそれを多少か手伝い

することになった。日本列島では,上にあげた一ノ

目潟から,西日本の日本海付近一帯に分布するアル

カリ玄武岩中のマントルの岩石を沢山集めた。それ

から日本列島だけでは満足できなくなり,ハ ワイの

オアフ島にあるSalt Lakeと いう一ノロ潟に似た
パイプをはじめとして,ア ラスカ,ア リューシャン,
カナグ,カ リフォルニア,ニ ューメキシコ,ア リゾ

ナ,メ キンコなどの北米大陸の各地,さ らには フラ

ンス, ドイツ,イ タリーその他のコーロンパの各地

というように採集地域が広がつた。その他にも, 日

本や外国の研究者からいただいたアフリカや南極大

陸のもの も加えて,マ ントル上部の岩石のコンクシ

ョンは増大していった。このコンクションは一つの

地域での岩石の数は必ず しも多くはないが,世界の

広い地域をカバーしている点では世界でも有数のコ

ンクションである。

マン トル上部の岩石の多 くは,ォ リープ色のカン

ラン石 (olivine,(Mg,Fe)2 Si04)を 主とし,

淡褐色の斜方輝石,エ メラル ドグリーン～暗緑色の

単斜輝石,お よび真黒でつやのあるスピネルよりな

るカンラン岩で,な かなかされいなものである (図

1)。 特 にア リゾナ州で採集したものは,宝石に

なるような大きなカンラン石 (事実宝石として売っ

ている )を含む見事なカンラン岩で,上部マントル

がこんな岩石でできていると思うと楽 しくなるよう

なものである。この他にエクロジャイトと呼ばれる

桃色～褐色のザクロ石と緑色の単斜輝石より成る岩

石 も少量ではあるが含まれている。我々は勿論, こ

のようなされいなマントルの岩石をただ眺めて喜ん

でいるだけではなくて,ち やんとそれらについて仕

事 もしてかり,その結果を幾つもの論文として発表

している。特に久野教授の最後の仕事になったもの

は,マ ントルの岩石の化学組成や鉱物組成の変化の

範囲を明らかにしたもので, この種の研究の中でも

すぐれたものの一つである。

ところで,こ れまでマントルの岩石 と簡単に云つ

てきたが,ど うしてそれがマントルの岩石だと分る

かということを述べる必要がある。マントルの岩石

としての資格の第一は,マントルの物理条件下で安

定な鉱物の組合せを有していることである。私はワ

ミ
==|二
|:一 |=::・‐|

カンラン岩 (ア リゾナ州 )。 中央自〈見
える部分は手入れのよく行きとどいた芝生
のような色のカンラン石であん (長さ約 10m)

図 2 ヵンラン岩 (南アフリカのキンバーライ
ト・パイプ )の顕微鏡写真。カンラン石と
輝石の結晶が互にほぼ 1200で 接 している。
(写真のタテ約 2磁 )

0         10         2o l.カ
キロバ ル 30

図 3 カンラン岩 (ス ピネル ー レールソライト)
安定領域 (斜線の部分 )

５０
　

温

度
％
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シントン市のカーネギー研究所において,Yoder

博士 と共同でこの問題に関する実験を行なつた。そ

して上にあげたカンラン岩の鉱物組合せ ,特に斜方
輝石 +単斜輝石 +ス ピネルは第 3図に斜線で示 した

ように地殻内では安定でな くマン トル上部の温度・

圧力でのみ安定であることがわかつたのである。そ

の他の資l16と して, マントルの岩石は地震波から得

られたマントルの密度や弾性的性質を満足させなけ

ればならない。上記のカンラン岩は上部マントルの

密度や弾性的性質 も満足させている。マントル上部

の岩石は ,ま た溶融して玄武岩質な液 (マ グマ )を

作ることができるとますます結構である。もつとも,

必ずしもマグマができる必要はない。というのは ,

すでにマグマを作つてしまつた残りであってもよい

からである。いずれにしても,こ れを確かめてみる

のも面白いので,地質教室にあるコンクションのう
ち,玄武岩質マグマを作れそうなカンラン岩を選ん

で高圧下で溶す実験を行なった。この実験の一部は

物性研究所で秋本教授と共同で行 なった。マグマを

作れそうであるというのが どうして分るかといえば ,

輝石の色 とか化学組成などをじつと見ているとやは

り何となく作れそ うに思えるからで,一種の感の よ

うなものである。いずれにせよ実験で確かめてみる

のだから感を働かせて一こうにかまわないわけであ

る。さて,そのカンラン岩 (ハ ワイの Salt Lake

で採集したものの一つ )を上部マントルの圧力下で

溶して,生 じた液を急冷してガラスにし,それを X
線マイクロプロープアナライザーで分析 してみた。

その結果,話が うますぎるのであるが,予想した通

りに玄武岩質の化学組成であった。しかも,圧力の

変化に応じてその液の化学組成が変化 し,地球上に

噴出している種々の玄武岩質マグマの化学組成の大

部分をカバーすることも分つた。つまり,種 々の玄

武岩質マグマのマントル内での生成の条件を推定す

る有力な手がかりが得られたことになる。そして ,

このカンラン岩はマントルの物質としての充分な資

格が与えられたのである。

もう一つ興味あることは,こ のカンラン岩の化学

組成は隕石から推定されたマントルの化学組成に非

常に似ていることである。1969年 2月 にメキンコの

AH endeと いう場所に炭素質コン ドライトという,

太陽系の最 も始源的な物質を含むと考えられている

隕石が大量rc落下 した。この隕石は ,宇宙空間物質

が高温で凝縮 してできた物質から低温で凝縮してで

きた物質まで含んでおり,地球や月その他の惑星の

成因を考える上に大変重要な隕石である。この隕石

が落下したのは,人類が月の岩石を手にするわずか
5ケ月前で,ま た神様を持ち出すのは気がひけるが ,

タイミングの よさと適切な物質とい う点でまさに神

様からの贈り物であつた。この隕石のかかげで月の

源物質についての考察は非常に進展 したのである。

このAHendeの 隕石は大 きい上に不均質である
が,こ れを保管している米国のスヾソニアン博物館

の研究者が苦労してその全化学組成を出した。この

全化学組成から酸素を少しとる,つまりこの隕石を

第 1表

部分的に還元 したAH ende炭素質隕石 (A)と
Salt Lakeの カンラン岩 (B)

(重通 %)   A
Si02      46 5

T102     0・ 22

AI 2O3

Cr 2O3

FeO

MnO

456

0 70

9 91

0 24

3 59

0.60

0 04

B

483

0.2

4 91

0 25

9 95

0 14

32 5

2 99

0 66

0 07

Mg0       33 3

Ca0

Na20

K20

還元すると,金属鉄ができてきて,隕石はケイ酸塩

と金属鉄の集合物となる。これは丁度,地球をマン

トルと核に分離することに相当する。この還元した

All ende隕石のケイ酸塩の部分と,上のカンラン

岩とを較べてみると第 1表の如 くになる。これら2

つの化学組成は Crを 除くと大変 よく似ているとい

える。いや驚 くべき一致といって よいであろう。こ

の事実は,地球が隕石質の物質でできていることを

示唆するとともに,マ ン トルの物質がある種のカン

ラン岩に近いものであることを強く暗示するもので

ある。このような一連の仕事で我々のカンラン岩の
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コレクションはますます重みがついたのである。

マントル物質のコンクションとそれについての研

究はその後も当教室で続けられており,若い研究者

が次々と新しい結果を出しつつある。当教室の藤井

敏嗣氏や荒井章司氏,大学院の横山一已君や高橋栄

一君などがそうである。終りに,高橋君が最近, 日

本海の隠岐島後rcぉぃて採集したマントル地質をも

とに復元 した地殻―マントルの構造断面図を第4図

に示すことにする。

十  +  十
十  カコウ岩質岩矛i

十  十  十

カンラン石―ガプロ

▲    ▲    ▲

▲   ウエーライト    ▲

▲  △ 
▲ △ ▲

△  ウエプステライト  
△

△    △    △

△ △ △ △

〇  〇   〇  〇 〇
スピネルー

〇  レールプライト    0

部分溶触帯

琳　　肝
ｋｍぅ
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図 4 隠岐島後の地殻・マントルの推定断面図
(ウェーライト,カンラン石+単斜輝石 ;ウェプ
スライト,斜施 +単斜輝石 ;ンールゾライト,
カンラン石+針方輝石+単斜輝石 )

地 殻

|

|

マントル

<学部消息>

5・ 6月 理学部会合日誌

教 授 会 メモ
6月 16日 (水 )定例教授会

化 学 新 館 講 堂

1 前 回議 事 承 認
2、 人事移動等報告

3 教務委員会報告 (鈴木 )
教養課程における必修課目に変更があり,こ

れに伴って理学部便覧をかきかえることにな

つた。

4 そ の 他
本年度の会計検査は 7月 26日 から7月 30日 の

間に行われる。

5月 10日 (月 )

″ 12日 (水 )

″ 13日 (木)

″ 19日 (木)

6月 9日 (水)

16日 (水 )

21日 (月 )

23日 (水)

30日 (水 )

理 系 委 員 会

主 任 会 議

会 計 委 員 会

教 務 委 員 会

教  授  会
主 任 会 議

教 務 委 員 会

教  授  会

組 合 定 例 交渉

理 系 委 員 会

会 計 委 員 会

人 事 委 員 会

3.30-400

12.00-100

300-430

130-330

130-300

1200^‐ 100

130-330

130-340

12.30-130

330-500

1.30-300

11.30-200

―

―

―

卜

■
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6月 海 外 渡 航 者

所属  官職   氏  名
数 学  教 授 小 松 彦三郎

物 理 教 授 霜 田 光 一

地77」研  教 授 等 松 隆 夫

地 球  教 授 岸保 勘三 郎

化 学 教 授 大 木 道 則

物 l」_教 授 佐 々木 亘

化 学 教 授 田 九 謙 二

7//」 理 助教授  ‐丸 節 夫

渡 航 先 国

アメリカ合衆国
カ   ナ   グ

ノ ル ウ ェ ー

オ ラ ン グ
トИソ連邦共和国
アメ リカ合衆国

アメリカ合衆国

ケ  ニ   ア

アメ リカ合衆国
カ  ナ  ダ

渡航期間

61～ 7.11

64～ 710

68-628

621- 7 2

624～ 711

625～ 75

629-8 4

67～ 96

ス
ダ

国

国

ン

衆

デ

）ノ
ン
　
王
　
姶

・

ラ
一フ

〈
ロ
　
リ

ェ

メ

ゥ

フ
オ

連

ア
ス

渡  航  目  的
解析学に関するセヾナー出席および研究
連絡

「波長可変レーザーとその応用」国際会
議・第 9回量子 エレクトロニクス国際会
議・精密電磁演1定国際会議・周波数標準
と計損1に関する第 2回 シンポジウム出席
および研究連絡

国除宇宙空間研究委員会総会出席および
地球物理学に関する研究連絡

第12回 JOC(地 球大気開発言十画共同組
織委員会 )会議出席

国際立体化学会議出席および化学に関す
る研究打合せ

金属・非金属転移国際研究集会出席およ
び低温物理学に関する研究連絡

固体触媒f/FH機構の研究

プラズマ中の非線型効果に関するノーベ
ルシンポジウム出席およびプラズマ天体
物理学における諸問題,パ ルサー,X線
型,超新星の研究

赤外およびラマン分光学rc関するゴー ド
ン研究会議出席および分子分光学に関す
る研究連絡

西部太平洋の島弧のォフィォライトと海
洋の岩石の調査研究

化 学 助 手 中 川

地 質 助 手 新 井 章 司

アメリカ合衆国  64～ 94
カ  ナ  ダ

公短 L。 フィリピン 64～ 830
アメ リカ合衆国
マ レ ー シ ア

イ ン ド ネシア

オース トラ リア
パプアニューギニア

××XX××XXX× XXX× X×XXX×XX

編 集 後 記

××XX××××X× XXXx× X織 舞

本号でフィール ド・ ヮータ rCついての特集をして

みょうという案がで校したのは,編集委員のなかに

フィール ド・ ヮークとラボラトリー・ フークとにそ

れぞれたずさわる者が共存したことに端を発 してい

ます。原稿をお願いしました先生方,若い方力Ψ央〈
おひきうけ下さって,フ ィール ド・ ワークの哀歓の

にじみでた ものにな りました。かネLを 申し上げます。

ツュンベ リー来 日200年 1/aっぃて書いて下さった

大橋助教授は,申すまでもなく理学部広報で一年間

表紙で植物の解説をして下さつた方です。動物の川

島助教授には新 しいホルモンなど1/Cついて書いて下

さるようか願ハしましたところ,御自身の研究とも
からめて重厚な文章をおよせ下さいました。

「 研究室
めぐり」は地質学教室の久城先生をかた

ずねしました。地球のはらわたの話はまことに興味

が尽 きません。
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